
　

２
０
０
６
年
４
月
に
ジ
ッ
ダ
へ
着
任
す
る

ま
で
、
中
東
に
一
度
も
足
を
踏
み
入
れ
た
こ

と
が
な
か
っ
た
私
に
と
っ
て
、
年
中
灼
熱
の

土
漠
の
中
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
戒
律
を
厳
し
く

守
っ
て
い
る
当
地
は
、
す
べ
て
が
新
鮮
で
驚

く
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

　

ジ
ッ
ダ
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
紅

海
に
面
し
、
人
口
３
４
０
万
人
余
り
、
商

  
外
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ロ
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ト
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イ
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回
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ま
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経
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サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
・
ジ
ッ
ダ
総
領
事　

石
榑 

利
光

こ
の
連
載
で
は
、
外
交
の
最
前
線
＝
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
で
活
動
す
る
外
交
官
に
、
現
地
の

様
子
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
回
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
西
部
に
あ
り
、
紅
海
に
臨

む
大
都
市
・
ジ
ッ
ダ
の
総
領
事
が
登
場
し
ま
す
。業

の
中
心
地
と
し
て
栄
え
て
き
た
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
第
２
の
都
市
で
す
。
７
世
紀
ま
で
通

商
の
中
継
地
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ム
教
が
興
っ

て
か
ら
は
メ
ッ
カ
、
メ
デ
ィ
ナ
の
２
大
聖
地

巡
礼
の
玄
関
口
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
１
９

１
８
年
に
は
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
か
ら
一
時
独

立
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

西
部
地
区
の
都
市
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

こ
の
地
に
は
近
隣
ア
ラ
ブ
諸
国
や
、
遠
く
は

中
央
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
か
ら
巡
礼
に
来
て
、

そ
の
ま
ま
居
着
い
て
し
ま
っ
た
人
々
の
末
裔

が
多
く
、
街
は
開
放
的
で
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン

な
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
西
部
地
区
は
、
建
設
開
発
ブ
ー
ム

で
活
気
づ
い
て
い
ま
す
。
ジ
ッ
ダ
の
北
に
は

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
発
展
し
、
住
友
化
学

と
ア
ラ
ム
コ
社
と
の
合
弁
事
業
で
世
界
最

大
規
模
の
石
油
精
製
・
石
化
プ
ラ
ン
ト
が

操
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
東
京
か
ら
横

浜
ま
で
の
区
域
に
匹
敵
す
る
土
漠
に
２
０

０
万
都
市
建
設
を
目
指
す
計
画
や
、
イ
ス

ラ
ム
文
明
研
究
等
の
知
的
基
盤
経
済
都
市

いしぐれ としみつ
1970年外務省入省、1971年青
山学院大学卒業。国連開発計画
（UNDP）東京事務所長、在チェ
コ大使館参事官、国際緊急援助
室長、欧州局西欧第一課欧州国
際機関室長、福利厚生室長などを
経て、2006年3月より現職。

外交 Vol. 2｜160



計
画
も
開
始
さ
れ
、
国
王
自
ら
が
「
知
恵

の
館
」
と
し
て
構
想
し
、
宗
教
的
観
点
か

ら
禁
止
さ
れ
て
い
る
男
女
共
学
を
認
め
た

科
学
技
術
大
学
が
開
校
し
ま
し
た
。
ま
た
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
輸
入
の
約
60
％
が
陸
揚

げ
さ
れ
る
ジ
ッ
ダ
・
イ
ス
ラ
ム
港
と
、
そ
れ

に
隣
接
す
る
各
種
工
業
団
地
と
金
融
機
関

本
社
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ジ
ッ
ダ
の
南
に
は
、

紅
海
沿
岸
約
45
㎞
の
土
漠
に
い
け
す
が
並

ぶ
、
石
油
に
次
い
で
日
本
に
輸
出
さ
れ
て
い

る
海
老
の
養
殖
事
業
が
あ
る
他
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
産
業
を
中
心
と
し
た
経
済
都
市
計
画

も
進
展
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
ジ
ッ
ダ
を
基

点
と
し
て
、
メ
ッ
カ
と
メ
デ
ィ
ナ
間
に
年
間

数
百
万
の
巡
礼
者
を
運
ぶ
高
速
鉄
道
敷
設

工
事
が
開
始
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
８
年
秋

か
ら
の
経
済
危
機
後
も
、
豊
富
な
石
油
収

入
に
支
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
大
型
経
済
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
て
い
る
ジ
ッ

ダ
に
は
と
て
も
活
気
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
交
流
は
長

く
、
半
世
紀
以
上
も
日
本
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
を

通
じ
て
信
頼
関
係
を
構
築
し
た
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
財
閥
関
係
者
も
多
数
い
ま
す
。
今

で
は
乗
用
車
市
場
の
60
％
を
、
中
型
ト
ラ
ッ

ク
市
場
で
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
を
日
本
車
が

独
占
し
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
第
一
三
共
・

ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
と
タ
ー
マ
ル
製
薬
会
社

間
の
合
弁
事
業
が
、
日
本
の
製
薬
両
社
の

特
許
新
薬
を
製
造
販
売
し
て
成
功
を
収
め

て
い
ま
す
。
ま
た
昨
年
８
～
９
月
の
断
食

期
間
（
ラ
マ
ダ
ン
）
に
は
、
ジ
ッ
ダ
在
住
の

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
人
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
制
作
の

「
ハ
ワ
テ
ィ
ル
（
改
善
）」
と
題
す
る
テ
レ
ビ

番
組
が
毎
夕
放
送
さ
れ
、
日
本
人
の
正
直

さ
、
清
潔
さ
、
伝
統
的
文
化
習
慣
を
保
持

し
て
い
る
様
子
な
ど
が
、
ア
ラ
ブ
社
会
と
対

比
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
大
変

好
評
を
博
し
、
こ
の
時
間
に
な
る
と
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
テ
レ
ビ
の
前
に
く
ぎ
付

け
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
お
か
げ
で
日
本

へ
の
関
心
が
一
層
高
ま
り
、
当
館
で
は
観
光

目
的
の
査
証
発
給
件
数
が
う
な
ぎ
上
り
で
、

い
ま
だ
に
そ
の
勢
い
は
衰
え
ま
せ
ん
。

　

当
地
で
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
人
々
の
日
本

へ
の
関
心
を
つ
な
ぎ
と
め
る
よ
う
努
め
つ
つ
、

他
方
、
日
本
の
方
に
は
、
石
油
以
外
の
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
獲
得
の
た
め
、
ま
す
ま
す
発

展
す
る
可
能
性
を
秘
め
た
ジ
ッ
ダ
を
中
心

と
す
る
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
西
部
地
区
を
ぜ
ひ

訪
れ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

第３回ジッダ旧市街ラマダン・ナイト・ツアー（サウジアラビア日本留学同窓生
協会会員と在留邦人との交流行事）の様子
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